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　通学路の途中に、古びた本屋がある。曲がった背中は緩いカーブを描き、特に愛想も良くはないが、そこにいることが当たり前だった初老の店主の代わりに、いつしか若い男性が店の番をするようになった。田舎の本屋には不釣り合いの、すらりと伸びた長身と整った顔立ちを持ち、店主にしては若すぎて、バイトにしては堂々としている彼、を女子学生たちは影でこう呼ぶようになった。
――本屋の王子様、と。

◇◇◇

「あー、今日は長く感じたなぁ」
　終業のチャイムが鳴り、いつもの一日が終わりを告げた。一条美樹は、うーんと伸びをしながら、ついでに、ふわわと欠伸まで加える。どうも女子校の教室というのは、気分が緩みがちになってしまうのは美樹に限ったことではない。
　大口をあけて欠伸をしようが、クラスにかっこいい男子がいるわけではないので人目を気にすることもないからだ。
「待ち遠しいと余計に、時間が経つの遅くない？」
「わかる！」
　隣の席の春香に言われて、美樹は思い出した。今日は毎月楽しみにしているファッション雑誌『ナインティーン』の発売日だということを。
　同世代なら読んでいない女子はいないほどの人気雑誌で、この雑誌に掲載される流行りやトレンドが、自分たちの話題になることが多く、欠かすことができない。当然、周囲に乗り遅れたくない美樹もこの雑誌を読むことを楽しみにしている。

「ねぇ、夏菜子、今日部活ー？　ウチら本屋いくけど」
　美樹は振り向いて後方の席にいる、夏菜子に声をかける。
「ごめ～ん、今日は部活行くから、明日内容を教えてー！」
　ざわつく教室の中、夏菜子の声はよく響く。帰ろうとする同級生たちの隙間から、夏菜子がこっちに手を合わせて謝っている姿が見えた。
「オッケー。わかったよ。じゃ、私達だけで行きますか」
「うん」
　美樹と春香はカバンを持って立ち上がり、学校を出た。

　美樹達がいつも行く本屋は学校の近所の商店街にあって、背中が少し曲がったおじいさんがやっている古びた本屋だ。駅前のタウンビルにある本屋のほうが店舗面積も広く品揃えも多く、そっちにほぼ客を取られているのではないかと思う。だが、あえてこの本屋に行くのは理由があった。むしろその理由がなければ、わざわざ足を運ぶことがない。
　本屋のガラス扉を手で押すと、あいかわらず店内は客がほとんどいない。入口に入ってすぐ左側のラックに、お目当ての雑誌はあった。いわゆる新刊コーナーという場所なのだろう。店内に背を向けるかたちで、美樹と春香は並んで雑誌を手にとり、いつものように表紙をめくった……つもりだった。

「え？」
　雑誌にはビニールがかかっており、中身が確認できないようになっていた。
「見れないね」
「マジで……？　わけわかんない」
　ラックにあるほかの雑誌も、同様にビニールがかかっていた。先月までは間違いなく、なかった。
「もしかして、あいつ？」
　美樹には思い当たることがあった。先月、ここに来て雑誌の中身を存分に楽しみ、帰ろうとしたとき一番奥にあるレジに見慣れない若い男が座っているのに気づいた。その若い男は、立ち読みしている美樹たちを睨みつけるように見ていたのだ。
「ちょっと文句言ってくる」
「美樹っ！」
　春香が名前を読んでも、そのまま美樹はレジに向かって歩いた。そこには、あのときの若い男がレジのそばで、座り込んで大量の本を紐解いていた。
「あんたでしょ。中身、見れなくしたの」
　美樹はその男の頭に向かって、声をかけた。男は座ったまま、美樹を見上げた。
「だったら、何？」
「このへんはここしか中身見れないのに、どうしてくれるのよ」
「そもそもなんで中身が見たいんだ」
「なんでって、中身見てから買うかどうか決めたいからにきまってるじゃん」
　男が、ゆらりと立ち上がると、その背は美樹よりもはるかに背が高く、おそらく180センチ近くはあると思われた。Ｔシャツにデニムに、書店の黒いエプロンをつけた男は、黒髪の短髪で一見、真面目そうな風貌にも見えた。
　急に男を見上げるカタチになり、一瞬たじろぐが、男は表情を変えずに美樹を見下ろしている。

「な、何よ」
「じゃあ、聞くが、おまえはここで本買ったことあるのか？」
「う……」
　思えば、ここには立ち読み目的で来ていたので、本を買ったこともない。そもそも欲しい本があるときは駅前の大型本屋に行っている。店舗面積が大きいと欲しいものが必ず手に入る気がしてしまうのだ。
「だいたい雑誌なんて、中身が見えちまったら、金を出して買う価値ないんだよ。見たいとこだけ見たら買わねーだろ」
　確かに、それは男の言うとおりで何も言い返せない。そもそも美樹はここ最近『ナインティーン』を買ったことがない。いつも、この店で立ち読みをして、それぞれの記憶力を頼りに頭の中で読んだつもりになって、それで満足しているのだ。
「だからって急に、読めなくすることないじゃん。今までは読めてたんだし……」
　無茶苦茶な意見だとわかっているが、何か言い返さないとなんだか負けたような気になるのが耐えられなかった。そういえば、いつもいるはずの高齢の店主が見当たらず、店内にはこの男だけのようだった。
「じいさんはおまえらが毎月、この雑誌の立ち読み目的で来てるのを知ってたから、わざとそのままにしてやってたんだよ。しばらくは孫の俺がこの店を預かることになったから俺の自由にやる。もう立ち読みはさせない。おまえも、立ち読み以外に用がないならもう店に来るな」
　男は言うだけ言って、再びしゃがみこんで作業を再開した。
「はあああ！？　それが客に言う態度なの？」
　美樹は思わず声を荒げるが、男は振り向きもしない。
「客だっていうなら、本買ってから言えよ。そもそも活字読まずに、雑誌ばっか読んでから、そんなくだらねーことで文句言いにくるんだよ。バーカ」
「何よ、その言い方！　最悪！　こんな店、二度と来るか！」
　美樹は、その勢いのまま荒々しくレジのある机をバシンと叩いて出口に向かった。
離れたところで見守っていたらしい春香は、スタスタ歩く美樹の後ろをついてきた。
「ちょっと、美樹」
「何よ、アイツ！あったまきた！　今月は私が買うから駅前の本屋行こう」
「う、うん」
　怒りが収まらないまま、春香と駅前の本屋で雑誌を買い、家に帰った。なんだか気分がもやもやしたまま、ビニールにかかったままの雑誌を部屋に投げ出し、美樹はそのままベッドに身体を預けた。
「……もう、なんなのよ」
　あんなに楽しみにしていた雑誌なのに、読みたい気持ちはすっかり失せてしまっていた。あの男が悪い。いつものように立ち読みできていたら、こんな嫌な気分にならなかったのに。そう思いながら、そのまま不貞寝してしまったのだった。

＊＊＊

「あー、むかつくむかつく」
　朝から苛立つ美樹を春香がなだめる。
　中身を確認できるようにしてくれているのは、本屋の善意だということも頭ではわかっている。それでも自分が勝手に想定していたことが、自分ではない都合で叶わないとなると苛立ちが募る。冷静に考えると大人げない言動だったこともわかる。それでも、あの男が乱暴な言い方のくせに、すべて正論だからこそ、腹立たしいのだ。
　昨日のことを踏まえ、本屋に行かなかった夏菜子と春香は、そんな美樹を横目に、次回からは順番で買って本、まわして読もうという案が採用されつつあった。

「で、美樹は王子様と何、話してたわけ？」
　夏菜子がニヤニヤと美樹の顔をのぞきこんだ。
「は？　王子様って誰よ」
「知らない？　最近、見かけるようになったバイト。いつも笑顔で優しくて、このへんじゃ王子様って呼ばれてんの」
「はぁ？　王子様？　アイツ、めちゃくちゃ私のことディスってきたんだけど！」
　ねぇ？と春香の顔に同意を求めるが、一緒に店にいたはずの春香は、直接美樹と店員のやりとりを聞いていなかったせいか、そうだっけ、と首をひねる。
　確かに言われてみれば、顔はイケメンだったかもしれないが、そのときは頭に血が昇っていて覚えてない。
「噂だと、本屋のおじーちゃんの孫らしいよ。」
「はぁ？　全然似てなくない？」
　いつもレジのところでうつらうつらと居眠りをしているおじいさんという印象しかないが、少なくともあの男のような横暴な態度も、乱暴な言い方も結びつかない。
「本探すふりして、目の保養してるって隣のクラスの子が言ってたよ」
「あ、それいいね。探したい本があるんですけどって恋が始まっちゃうパターン？」
「これ、君に合うと思って探しておいておいたよってイケボで囁かれたりして！」
「キャー！　本屋の王子様っぽい！」
「バッカじゃないの」
　盛り上がる春香たちを横目で見ながら溜息をついた。

（そんなロマンスが始まるような男じゃないのに）
　ただ、本屋の王子様の話題は自分たちだけでなく、学校中で話題になっていると夏菜子に聞き、自分だけにあんな横柄な態度だったのかと思うと、再び苛立つ。
　周囲が艶めくほどのイケメンだったかどうか、顔だけでも確かめにいこう。そんな軽い気持ちで、美樹は学校帰りに本屋の前を通ってみた。

　昨日訪れた時には気づかなかったが、店内には、ちらほらと客がいた。考えてみれば、いつも雑誌コーナーにまっしぐらだった美樹が気づくはずもない。正直、お世辞にも品揃えが良くはないこの小さな本屋に客がいるなんて思わなかったので意外だ。
　店に入り、奥をのぞけば、あの男はレジの前で本の整理をしていて、こちらに気づいていないようだった。あの男から見えない死角を辿りながら、レジ近くの棚まで移動する。料理のレシピ本などが置かれた棚で、美樹くらいの学生がいても不自然ではない。
　本を探すふりをして、そっと男の顔を確認する。少し長めの前髪に、整えられていない後ろ髪、細い目元に小さな口元、全体的に小さなパーツで構成された顔がすらりと長い身体の上についている。ジャンル的にはイケメンで、なおかつＴシャツから出ている二の腕はほどよく筋肉がついていて、細マッチョ。総合評価はモデル並みのイケメン、上玉だと思う。外見の良さが、性格の悪さを補っている典型的な例だ、と美樹は妙に納得していた。

（まぁ、二度とここには来ないけど）

　気が済んだので帰ろうと背を向けると、子供をおぶった若い母親らしい女性とすれ違った。
「ごめんください」
　レジにいた男は、顔をあげるとその女性に向かって優しく微笑んだ。
「いらっしゃいませ。取寄せしていた本、届いてますよ」
　顔を見ただけで、名前も聞かずに、男は後ろの棚から本を取り出し、女性に見せた。
「助かります。大きい本屋じゃ探すのが大変で」
「もし来月も購入予定なら、取り置きしておきますよ」
「いいんですか？　それならお願いしようかしら」
　穏やかに談笑しながらレジを済ませて女性は出て行った。
　出ていく女性の背を見ながら、ふと思った。あんな風に店員と話しながら本を買う光景を今まで見たことがなかった。大型書店ではレジに並んで、購入そのものが流れ作業だ。混雑した店内で本を取り寄せるなんて話しかけにくい。それほど混雑していない、このくらいの規模の店だからできることなのかもしれない。

「で、立ち読み常習犯、おまえは何の用だ」
「ゲッ」
　その声に振り向けば、腕組みをしたあの男が立っていた。
「立ち読みできる本はないぜ？　用がないなら、お引き取りくださいませ、おきゃくさまー」
「何よ、さっきの人と態度が違い過ぎない？！」
　そして露骨に嫌味な言い方に腹が立つ。
「本屋も客を選ぶ時代なんだよ、帰れ帰れ」
「うるっさいわね。用ならあるわよ！　今日は……本を買いに来たんだから！」
　本当は顔を確かめに来たなんて言えるはずがない。
「へー、中身は見れませんけど、よろしいですかぁ？」
　いちいち言動がムカつくが、こいつには付き合っていられない。
「買えばいいんでしょ、買えば！」
　男に背を向けて、美樹は店内をうろつくことにした。

　今までここを訪れても興味を持って店内を見たわけではなかったが、改めて店内を眺めていると、ここは店舗面積が小さいわりに様々なジャンルの本が所狭しと並べられている。時々本の説明が達筆な文字で書いてあるポップを見かける。『感情表現が豊かで、その風景描写は目に浮かぶようだ』なんて言われても、美樹にはいまいちピンとこない。
　思えば、最近、自分でお金を出して買った本は漫画か雑誌しかない。もとから本と言えば、せいぜい国語の教科書か、読書感想文を書くために無理やり読まされたことしか記憶にない。活字を追うだけで飽きてくるし、他のことがしたくなり、スマホに手を伸ばしてしまう。きっとＳＮＳで友人とメッセージを交わしている程度の文字量が自分が扱える限界だろう。

「どうせ、雑誌と漫画ばっか読んでるから、活字の本なんてわかんねーんだろ」
「違うわよ！　欲しい本がなかっただけよ！」
　男が声をかけてきて応戦するが、何度も店内を回っていれば、バレてしまうに決まっている。それにしても、いちいち突っかかってくるのはやめてほしい。

「ホレ」
　後ろからぺしんと何かで頭を叩かれ、振り向くと顔の前に薄い文庫本が差し出された。
「何これ」
　表紙は、どこかの街の風景が絵画のように描かれていて、ぱらぱらとめくってみると、視界に活字の羅列が飛び込んできて、思わずうぇっ、と心の中で叫ぶ。
「脳みそ薄そうなお前には、この薄さから始めてみれば？」
「ちょっと私のことバカにしてんの？」
　男は、別に、と言いながら再び、本の整理を続ける。
「あ、それ、俺の本だから読んだら返せよ」
「貸してくれるってこと？　あんたのオススメなんて興味ないんだけど」
「それが最後まで読めれば、たいていの本は読めるんじゃねーか？　　無理だろうけど」
「読むくらいできるわよ！　そんなに言うんなら借りるからね！」
　渡された本をスクールバックに押し込み、ふん、と男に背を向けて店を出た。
「ちょっとくらい顔がいいからって、口が悪すぎなのよ」
　前にも増して男の言動に腹が立ったが、実際、自分は本当に本を読んでいないと思い知らされたのは事実だった。今まで本を読まなくて困ったことなどない。本一冊くらい読めるんだから、と美樹は鼻息を荒くした。


「へぇ、王子様が本貸してくれたの？」
　翌日の昼休み、売店で買った菓子パンを食みつつ、夏菜子が美樹に話しかける。
「……まぁ、うん」
「それって店の商品じゃない私物ってことでしょ」
「そう」
　ちなみに、その本を差し出された過程については割愛した。自分が活字に疎いという事実はこの際、伏せておきたい。
「どんな本？」
「あー、家に置いてきちゃった」
　春香も夏菜子も揃って、えー、っとがっかりした顔になる。
「みんな知ってる本？」
「さあ……どうかな」
　あまり話すとボロが出そうなので、話題が過ぎていくのをじっと待つ。

「けど本を貸すってそれなりの関係よね？」
「思った。だって貸した本、そのまま持っていかれるかもしれないわけじゃん」
「本から始まるラブストーリー！」
「いやぁ、それはどうかなぁ」
　再び盛り上がる二人の横で、苦笑いしつつ弁当の卵焼きをつつく。
　本を貸し借りする仲といえば親密度が増した間柄に聞こえるが、そもそも『脳みそ薄そうなおまえにはこれ』と渡されている事実に目をそむけるわけにはいかない。盛り上がっている二人には悪いが、まだあの男の印象は『クチの悪い最低な男』から１ミリも変わっていない。
　それに本は、机の上に置かれたまま、それきりだ。ページを開ければ文字が目に飛び込んできて、なおかつ、その文字を目で追いかけなければいけないという苦手意識になかなか手が出なかった。


　それから一週間が経過した。
　本はそのままベッドの戸棚に置かれ、毎朝と毎晩その表紙を見かけても、思わず目を背けてしまう。読まなければいけないとわかってはいる。わかってはいても、なんだかんだと理由をつけて日を延ばしている。借りている本なのだから、という意識はないわけではない。人に本を借りていい期間は、せいぜい一週間くらいだろう。
　そして今夜は６日目の夜だった。

（冒頭だけ見て、読んだつもりで返せばいいか）

　美樹はようやく読まなければ行けない本を手にとった。
　主人公は自分よりも少し歳上で会社員をしている女性で、特別な環境にいるわけではなかった。ファンタジーではなくてよかったと美樹は、安堵しページをめくる。
　一枚の同窓会のお知らせハガキから、物語は始まっている。自分なら、めんどくさいと思うだろうけど、社会人になっていたら同窓会に行きたいと思うんじゃないかな、と自分に置き換えてみる。そこで出会った同級生や仲が良かった友達、それは昔に戻ったような感覚で、いつか夏菜子や春香ともこういう関係になるのかなと寂しくなる。
　遅れて来た男は、かつての自分の想い人で、当時恋い焦がれた自分の記憶が蘇る主人公に、美樹はいつしか自分を重ねていた。自分も彼女と同じように想うだろう。そしてその恋心を知っていたクラスメイトと意気投合する。想い人と今、同じ会社にいるというその男が主人公との仲を取り持ってくれると提案してくれる。けれど、その想い人は、当時の友達から好きな人の名前を挙げろと言われて、無理に好きになろうとした相手だった。
　その事実を言い出せないまま、過去の時間を取り戻すかのように歯車が廻りだす。親身になってくれる友人の優しさに惹かれていく主人公。
　主人公の気持ち、友人の気持ち、どちらの気持ちも推し量りながら、次の展開が知りたくなる。美樹は時間を忘れて没頭していた。色がついていない文字だけの世界に、わくわくして、時には失望して、そして胸をときめかせる。絵や写真のように見てすぐにわからないところが、想像を掻き立ててた。この主人公の外見や男の容姿は自分だけが思い描いていて、読む人それぞれに違うのだろう。その違いに正解も優劣もない。活字だからこその自由な世界を、美樹は一気に駆け抜けた。
　最後のページをめくり、作者のあとがきページに切り替わったのを確認し、物語が完結したのだとわかった。

「終わった……」
　息切れを覚えるほどに最初から最後まで一気に読み尽くしてしまった。ふと、部屋の時計をみれば、午前一時を過ぎていた。食事の後に自分の部屋に入って、今に至るまで本を読んでいて、お風呂に入ることも忘れ、当然寝る前のＳＮＳチェックも、何ひとつしていない。けれど、時間を忘れるほど没頭して、今、心が満ちている。この気持ちはなんと呼ぶのだろう。
　前半のページをぺらぺらとめくる。ああ、このとき主人公は友人のことを何も知らなかった。だからこんな言葉を吐いてしまったんだ。もし何もかも知っていたら、きっと別の言葉を告げている。本当によかった。この本に出てくる人たちが幸せでよかった。
　まるで自分が主人公の友達にでもなったような気持ちで安堵する。悔しいけれど、この本に出逢えてよかったと思えたし、もう一度最初から読み直したいとさえ、思った。
　できれば、この本について内容を知っている人間と語り合いたいとも思った。

　ふと、あの男の顔がよぎる。きっと、この本に自力で出会うことはなかったと思う。自分のことをまったく知らないくせに、この本をどういう意図で薦めてくれたのか知らないが、もし、それが本屋という場所に勤める人間の仕事だというのなら、なんと誇らしい仕事なのだろうか。
　あの男は、子供連れの女性に穏やかな笑みで本の話をしていた。きっと自分以外にも、たくさんの人とたくさんの本を巡り合わせては繋ぐという立派な仕事をしているのだ。

（本屋の王子様、か）

　ほぅ、と溜息をついて男の顔を思い浮かべた。

「って、違うでしょ！あいつは口が悪くて最低なやつなんだから！」

　何かを断ち切るようにわざとつぶやいて、美樹はベッドに仰向けになった。いつもならすでに眠っている時間、少しだけ目を閉じれば、次に目を開いたときには、朝のアラームが鳴り響いていた。

◇◇◇

　学校が終わって、美樹はほぼ駆け足に近いスピードで本屋に向かっていた。あの男に言いたいことがある。今日は一日中そのことばかりを考えていた。

　入口のガラス扉を開け、一目散にレジに向かうと、男は何やら伝票の整理をしていたがバタバタと美樹が走ってくる足音で顔をあげた。
「おー、しばらく見ないと思ったら」
「これ」
　美樹はバッグから借りていた本を男の目の前に差し出した。
「ああ、やっぱり読めなかったか？まあ、いきなりじゃ難し……」
「桜の並木道に主人公が恋人と歩くシーン！」
　美樹がいきなり声を荒げたのに、男は目をぱちくりと瞬かせた。
「……あそこ、すごく好きだった」
　消え入りそうな声でそれだけ告げると、男はふわりと口元を緩めた。
「ああ、俺もそのシーンは気に入ってる」
「あと、この友人は学生の頃、主人公のことを、ずっと見ていたんだと思うの。うまくいくことを願っていたと思うの。アンタはどう思う？」
「ああ。そうかもしれないな」
　感想を求めているというよりは脅迫に近い口ぶりに男は苦笑いを浮かべた。

「しかし、最後まで読めるとは思わなかったよ。一週間くらいか？」
「違うの……昨日、一気に読んだ。時間なんて忘れちゃうくらい夢中になった」
「へぇ」
　男は再び、手元の伝票に視線を落とした。

「ごめんなさい」
　美樹が男に頭を深く下げた。
「なんだよ、急に」
　なぜ謝られているのか、見当もつかないといった声音で男が聞く。
「貸してくれたこの本はお金を出して読む価値のある本だと思った。きっと他にもそんな本が世の中にはたくさんあると思う。中身を見るだけ見て立ち去るなんて、本を作った人たちに失礼だったって思った。ごめんなさい」
　美樹は頭を下げたまま、言った。

　本を読み終わったあとで、ずっと考えていた。自分は本に対して苦手意識が強かった。こんなにもわくわくする世界が広がっているなんて知らなかった。この本を書いた人がいて、この本を作った人がいて、そして男のように誰かに本を届ける仕事をしている人がいる。それは文庫だけじゃなく、雑誌も同じことが言える。自分が、本を買わずに中身を見るという行為をさも当たり前の権利のように言ったことは、これらすべての人を否定するようなものだったと思った。
　要するに、自分の認識が甘く、世間知らずだったことを素直に認めざるをえなかったのだ。

「なんか、素直すぎて気持ち悪いな」
「ちょっと、人が真剣に……」
　顔を上げれば、男は呆れた顔をしながらもその目は穏やかだった。
「少しでも本に興味を持ってくれりゃ、本屋にとってこれ以上嬉しいことはねーさ。まぁ、俺も言い過ぎたとこあったし」
「本当よ」
「少しだけな」
「かなりよ、か・な・り！　だいたい王子様とか言われてるくせに、本当は口が悪いんだもん。詐欺よね、詐欺」
「あー、それなんとかなんねーの？　顔見るだけで帰ってくとか、立ち読みよりタチ悪いわ」
「顔見るだけって……」
　確かにこうしてまじまじと見ると、整ったイケメンなのはわかる。そりゃ自分もこんなに口が悪い男だって最初に知らなければ……とよぎって、首を振る。

「とにかく、これからは本をどんどん読みまくるわよ！」
「一冊読んだだけじゃねーかよ」
「うっるさいわね！」
　言葉遣いは変わらないものの、美樹の反応を楽しんでいるだけのような気がする。澄ましているよりも、こんな風に歯に着せない物言いのほうが聞いていて楽しい。

　男は立ち上がり、そのまま棚に向かう。美樹はその後ろをついてゆく。
「まぁ、あれが読めたんだったら、このへんの本ならいけるかな」
「あ、ねぇ、この文庫の作者、ワタリヒカルって人の本、他にないの？」
「あれしかねーよ。一発屋の作家だからな」
「えー、そうなの？あの作者さー、気持ちが優しいと思うのよね。女性かなぁ」
「さあな」
　美樹の問いに、男はそっけなく応えて、棚を漁っている。

「でもところどころひねくれてるっていうか、なんか臆病なところがあるのよね」
「悪かったな」
　男は、ふと手を止めて美樹を睨んだ。
「え？」
「俺の本、つったろ」
「は！？　俺のって、まさかアンタの？」
　本の表紙と男の顔を見比べる。ワタリヒカル、これが男の名前なのだろうか。
「本名は渡瀬光（わたせひかる）で、それはペンネームな」
「わ、わかってるわよ！」
　まさか書いた本人が目の前にいるとは思わず、言いたい放題言ってしまったことに気づく。

「だったら最初から言いなさいよ！」
「言うつもりなかったんだよ。それ、薄っぺらいから活字初心者にちょうどいいし」
「だーれーが、初心者よ！」
　つい最近まで読めなかったことは、すっかり棚に上げている。

「じゃ、これの新品ちょうだい。買うから」
「別に、気を遣わなくたっていいぜ」
「繰り返し読むのに、いちいち借りるわけにはいかないでしょ」
「……何度も読むな」
「何よ、素直に喜びなさいよね！」
　男は美樹に背を向けて、再び、レジの方に歩いて行く。美樹は文庫の棚を確認し、一冊だけあった同じタイトルの本を持ってレジに向かった。

「はい、これ！　買います！」
　レジの前に本を勢いよく置いて、美樹は男をびしりと指差した。
「あと、これからは自分のファンには優しくしなさいよ！」

　男は美樹の言葉にあっけにとられていたが、すぐに吹き出した。
「何がおかしいのよ！」
「いや、別に」
「なんで笑ってんのよ！」
　男は美樹の顏を見て、ただ楽しそうに笑っている。その表情は嬉しそうで、これから本をたくさん読んだら、この笑顔を見せてくれるかもしれないと思った。

　本屋の王子様はイケメンなのに口が悪いけれど、ステキなお話を紡ぐ人だった。
　また王子様に会いに来よう。本の世界へ連れてってもらうために。
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